
市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ ）
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12
月
５
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
15
日
間
、
井
原
市
議
会
12
月
定
例
会
が
開

か
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
森
本
市
議
は
７
日
に
５
項
目
を
質
問
し
、
市
長
や
教
育
長
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

森
本
市
議
は
、
今
回
の
質
問
で
平
成
元
年
の
井
原
市
議
会
６
月
定
例
会
の
初

質
問
か
ら
連
続
１
１
１
回
目
の
質
問
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
の
総
質
問

項
目
は
６
９
０
項
目
に
な
り
ま
し
た
。

森
本
市
議
の
質
問
と
市
長
等
の
答
弁
の
大
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

井原市のマスコット
キャラクター

「でんちゅうくん」

藤原 浩司議員◆死亡届時の窓口での相談等について ◆市民病院について

森本 典夫議員◆災害等の有事の際、弱者と言われる避難者の掌握状況と避難方法が確立されているかにつ

いて ◆「部活動」と「いじめ」の傾向と対策について ◆環境の改善や自然保護の対策

について ◆スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の被害状況の把握と被害防止対策の指

導強化について ◆市民の安全確保のため、早期にカーブミラーの総点検を行い、早急な

補修や更新をし、市民の安全を確保してはどうですか

河合 謙治議員◆市民参加・協働自治を進めるしくみづくりについて ◆街灯について

西村慎次郎議員◆井原市スポーツ推進計画の実施状況について

三宅 文雄議員◆井原市地域活性化イベント補助金について ◆ごみ集積所の施設整備について

大滝 文則議員◆市長就任後１０年を経過した現在の井原市政への思いについて

◆農林業・商工業への取り組みについて

惣台 己吉議員◆市税の状況について

佐藤 豊議員◆空家等対策の推進に関する特別措置法の施行後の本市の対応に

ついて ◆高齢者の自動車事故抑制に向けた本市の取り組みに

ついて ◆胃がんリスクを判断するＡＢＣ検査の費用助成制度の導入について

藤原 清和議員◆犬の糞の放置対策について ◆指定ごみ袋への広告掲載の取り組みについて

坊野 公治議員◆児童・生徒数減少による今後の学校のあり方について ◆高校生のキャリア教育について

◆南海トラフ地震を想定した消防団の訓練について

この「井原民報」は森本ふみお市議のブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます

２０１６年（平成２８年）井原市議会１２月定例会での１０議員の質問項目

森本市議の質問の大要

災害等の有事の際、弱者
と言われる避難者の掌握
状況と避難方
法が確立され
ていますか。

「部活動」と
「いじめ」の
傾向と対策は。

①家庭での野外焼却。
②資源ごみを収集日以外の

日に出している現状。

③野生動植物の環境保全対策。

ジャンボタニシの被害
状況の把握と被害防止対
策の指導強化を。

市民の安全確保のため、
早期にカーブミラーの総
点検を行い、早急な補修
等を。

市長・教育長等の答弁の大要

現在、６地区と１地区の一部の地域の自治連合会長
等が要支援者を掌握されています。

個別プランを作成しているのは、市内３地区などで

あり、個別プランを作成されていない地区においては、

個別プランの重要性をご理解いただき、是非とも早急

な対応をお願いしたい。

「部活動」については、週１日の休養日を設定したり、
週１回は部活動を短く設定したりしている。

「いじめ」については、道徳教育及び体験活動等の充

実や「いじめ」を許さない集団作りと意識の醸成等を

行っています。
①国の法律で原則禁止されており、今後も廃棄物の適正な処理の啓

発や必要に応じた指導を行っていきたい。②ごみ収集カレンダーを

ホームページに掲載し正しいごみの出し方についてお知らせしてい

ます。③県との連携を図り、自然環境の保護に努めていきます。

各農家への定期的な指導はしてきておりません。駆除の
方法として、冬季に水田をトラクターで１０㎝程度の深さに

高回転で数回耕す。稲の生育期の対策、水田の取水・配水口

に５㎜程度の金網を設置し水田への侵入を防ぐ方法と、農薬

による駆除があります。対策を１２月と、前倒しで２月の広

報に掲載したい。

点検作業は日常の道路パトロールで実施しており今後もこれま
で通り対応していきたい。

日常の道路パトロールや市民の方からの通報により職員による補

修作業と業者委託による更新工事により対応していきます。

質問する森本
市議(井原放送
より)



６ 月 ９ 月1２月２ 月 ６ 月 9月 12月２ 月 ６ 月 ９ 月 12月２ 月 ６ 月 ９ 月 12月

西村 慎次郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

河 合  謙 治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

荒 木  謙 ニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

柳 井   一 徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

惣 台   己 吉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

三 宅   文 雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

坊 野   公 治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

藤 原   浩 司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

上 野   安 是 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

簀 戸   利 昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

西 田   久 志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

三 輪   順 治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

大 滝   文 則 〇 ○ ○ 3

大 鳴   二 郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

宮 地   俊 則 ○ 1

佐 藤    　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

井 口       勇 ○ ○ ○ ○ 4

森 下   金 三 ○ ○ 2

藤 原   清 和 ○ ○ 2

森 本   典 夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

質 問 者 合 計 15 16 16 14 16 13 12 14 10 12 13 12 9 14 10 196

井 原 市 議 会 定 例 会
一 般 質 問 状 況 一 覧

平成２６年

     議　　          　　長

議  員  名
質 問
回 数

平成27年 平成２５ 年 平成28年

議           　　　 長

日
本
共
産
党
井
原
市
委

員
会
（
森
本
ふ
み
お
委
員

長
：
井
原
市
議
）
が
11
月

24
日
井
原
市
役
所
で
三
宅

生
一
副
市
長
に
「
平
成
29

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
の
要
望
書
」
を
手
渡
し
、

要
望
に
対
す
る
回
答
を
い

た
だ
き
１
時
間
余
り
懇
談

し
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
三
宅
副
市

長
、
片
山
教
育
長
、
佐
藤

総
務
部
長
、
渡
辺
総
務
部

次
長
が
出
席
。
日
本
共
産

党
か
ら
は
、
森
本
市
議
、

石
井
、
大
平
元
市
議
ら
６

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
要
望
は
、
日
本
共

産
党
が
毎
年
今
の
時
期
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
度
も
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
１
０
４
項
目
の

要
望
等
を
文
書
に
し
「
新

年
度
の
予
算
編
成
の
中
で

採
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

副
市
長
は
最
後
に
「
現

在
、
予
算
の
編
成
作
業
に

入
っ
て
お
り
、
今
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
市
民
生
活

に
直
結
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
を
低
め
な
い
よ
う
に

と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

２０１６年(平成２８年)１２月２２日 井 原 民 報（第１４３号） （２）

日本共産党の森本市議はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

師
走
に
入
り
、
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、

今
年
一
年
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
来
年
四
月
に
行
わ
れ
る
井
原
市
議
選
に
八
期
目
を
目
指
し

て
頑
張
る
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
参
議
院
選
挙
で
日
本
共
産
党
は
、
改
選
議
席
を
倍
増
し
大

躍
進
し
た
力
で
、
国
会
で
は
、
憲
法
改
定
、
年
金
削
減
、
医
療
や
介

護
の
負
担
増
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行
、
沖
縄
新
基
地
建
設
、
南
ス
ー
ダ
ン
で

の
戦
争
法
発
動
、
カ
ジ
ノ
法
案
な
ど
に
断
固
反
対
し
、
国
会
内
外
の

力
で
安
倍
政
権
の
暴
走
を
包
囲
し
、
日
本
の
政
治
を
変
え
る
た
め
に

頑
張
り
ぬ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
次
期
衆
議
院
選
挙
で
も
、
政
党
、
団

体
、
個
人
が
総
結
集
し
よ
う
と
呼
び
掛
け
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
来
年
も
市
民
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
『
要
求
の
あ
る
と
こ

ろ
日
本
共
産
党
あ
り
』
と
い
う
立
場
で
活
動
し
ま
す
。

そ
し
て
、
憲
法
と
平
和
を
守
り
、
地
域
経
済
と
住
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
引
き
続
き
奮
闘
い
た
し
ま
す
。
来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
十
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
十
二
月

井
原
市
議
会
議
員

森
本

典
夫

井原市議会１２月定例会で可決した平
成２８年度の一般会計補正予算(７１,
５４０万円)中、歳出（支出）の主なも
のはつぎのとおりです。

●▲６,２５３万円・・特別職・一般職全体の人
件費の減額

● １８０万円・・公共施設６カ所への防犯カ

メラ６基の設置費

●１,７７０万円・・地域の防災組織３２団体が

防犯カメラ５９基を設置

● ４３５万円・・４法人５事業所が９台の介

護ロボット導入費補助

● ３５２万円・・一般廃棄物最終処分場候補

地の生活環境影響調査等の実施負担金

● ▲５２７万円・・井原地区清掃施設組合負担
金確定により減額

●５,７４０万円・・市営祝部住宅の外壁改修。
祝部及び西方住宅の屋根防

水改修

●▲６,０２２万円・・井原地区消防組合負担金
確定により減額

●１９,０００万円・・５小学校（野上、井原、

出部、芳井、美星）の空調設備設置工事費

●５０,０００万円・・井原中学校特別教室建設
工事費（継続費として平成２８年から同３２

年までの全体事業費３２６,５００万円）

● ３６２万円・・高屋、木之子、西江原の

３幼稚園で平成２９年度から３歳児教育を
開始することに伴う施設の改修等の整備費

要望書を渡す森本市議(左)

日
本
共
産
党
が
副
市

長
に
要
望
書
手
渡
す

●
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
求

め
る
請
願

・
・
・
採

択

●
学
校
法
人
運
営
費
補
助
金
拡
充
の
要
望
に
つ
い
て

  

・
・
・
不
採
択

請

願

・

陳

情

等

の

審

査

結

果

固定資産評価審査委員会
委員について下記鳥越氏
を選任同意（任期３年）

住 所：井原市西方町
氏 名：鳥 越 愛 子
生 年：昭和２１年生

 
森
本
市
議
８
期
目
に
挑
戦

  
日
本
共
産
党
の
森
本
市
議
（
写
真
）
が
、
来

年
４
月
23
日
投
・
開
票
の
井
原
市
議
選
に
挑
戦

す
る
こ
と
を
、
日
本
共
産
党
井
原
市
委
員
会
が

発
表
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

森本市議の無料なんでも

生 活 相 談
と き 毎週火曜日 午前１０時～１２時

ところ 共産党市議事務所 井原町103

でんわ ６２－６２００ (党市議事務所)

６２－６０６１ (森本ふみお宅)

高
屋
、
木
之
子
、
西
江

原
の
３
幼
稚
園
で
、
来
年

度
か
ら
３
歳
児
教
育
が
始

ま
り
ま
す
。

森
本
市
議
が
前
倒
し
で

実
施
す
る
よ
う
議
会
で
提

言
し
実
現
し
ま
し
た
。

３ 幼 稚 園 で
３ 歳 児 受 入 れ


